
Hitachi SH4シリーズ・
マイクロプロセッサ用の
Agilentのエミュレーション／
解析ソリューション
Product Overview

組み込みシステムのリアルタイム・
デバッグと統合

Agilent Technologiesの強力なエミュレー
ション／ロジック解析ソリューション
は、ハードウェア、ソフトウェア、イン
テグレーション上での複雑な問題を迅速
に解決することができます。

Hitachi SH4用のAgilentのエミュレーショ
ン／解析ソリューションは、実行制御、
コードのダウンロード、デバッガとの接
続、ロジック解析の強力なツールを組み
合わせて完全にスケーラブルなシステ
ム・デバッグ環境を実現しています。

Agilentのスケーラブル・ソリューション
により、設計チームのメンバは独自の要
件に合うようにAgilent製品をカスタマイ
ズできます。業界標準のデバッガと組み
合わせて使用するエミュレーション・プ
ローブから最も複雑な設計上の問題を解
決するリアルタイム・トレース機能のつ
いたエミュレーションまで可能です。
Agilentのソリューションは、現在のニー
ズを満足させ、将来ニーズが変化した場
合にも投資が保護されるように設計され
ています。

ロジック解析ではタイミングおよびステ
ート解析を提供し、PCIバス、他のマイ
クロプロセッサ、I/Oデバイスのようなそ
の他のシステム信号と関連付けてマイク

ロプロセッサの動作をモニタできます。
従来のエミュレーション・システムで
は、最も困難なインテグレーションにお
ける問題に対して、タイミング、アナロ
グおよびステート解析を使用してシステ
ム全体に及ぶイベントの時間相関解析が
できませんでした。

ロジック・アナライザはターゲット・シ
ステムをフル・スピードで動作させなが
ら、データをトレースすることができま
す。最大2M長のシステム・トレースと
複雑なトリガ機能を組み合わせて、複雑
な問題を解決することができます。また、
マイクロプロセッサの命令セットの実行
と高級言語のソース・コードを相関させ
て、解析することもできます。

kani



システムの特長 システム・コンポーネントと機能

実行制御
● ターゲット・システム上でのマイクロプロセッサの
実行制御

● デバッガとの接続

リアルタイム・ロジック解析トレース機能つき
エミュレーション・ソリューション
● ターゲット・システム上でのマイクロプロセッサの
実行制御

● デバッガとの接続

● リアルタイム・ロジック解析トレース・ソリューション
● アセンブラおよびCのソース・レベルでのトレース
● ソースとの相関
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Agilentのスケーラブルな
ソリューション

Agilentのエミュレーション／ロジック解
析ソリューションは、ディジタル設計チ
ームの各メンバに合わせて規模を調整で
きます。以下に、ファームウェアとソフ
トウェアのデバッグ、ハードウェア・デ
バッグ、システム・インテグレーション
に対する2つの代表的な構成を示します。

これらのソリューションのコンポーネン
トとして、ロジック・アナライザ、エミ
ュレーション・プローブ／モジュール、
解析プローブ、エミュレーション・ソリ
ューション・インタフェース・ソフトウ
ェアがあります。

各コンポーネントについての説明はこの
ドキュメント内に記載されています。

● エミュレーション・プローブ：
● デバッガ・インタフェースによる、ターゲ
ット・システムや評価ボードに対してのコ
ードのダウンロード、メモリ内容の表示と
変更、レジスタの表示

● Agilentエミュレーション・ソリューション・
インタフェース：
● Cレベルの実行制御

● 業界標準のデバッガとの接続

● 16600Aまたは16700Aシリーズ・ロジッ
ク解析システム：
● ターゲット・システムを停止せずに、コー
ド・フローとデータ・フローの捕捉と解析
を実行

● システム全体のアナログ、タイミングおよ
びステート・イベントの時間相関

● システム・バス、他のマイクロプロセッサ、
I/Oデバイスと関連付けたマイクロプロセ
ッサの動作のモニタ

● エミュレーション・モジュール：
● デバッガ・インタフェースによる、ターゲ
ット・システムや評価ボードに対してのコ
ードのダウンロード、メモリ内容の表示と
変更、レジスタの表示

● 業界標準のデバッガとの接続

● Agilentエミュレーション・ソリューション・
インタフェース：
● Cレベルの実行制御
● バス・トレース・インタフェース
● バス・トリガ・インタフェース
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エミュレーション・プローブおよび
モジュール

Agilentのエミュレーション・プローブと
モジュールは同一の機能を提供します。
エミュレーション・プローブは、図1に
示すようにスタンドアロンの製品です。
エミュレーション・モジュールは16600A
および16700Aシリーズ・ロジック・アナ
ライザ・システムに内蔵されるプラグイ
ンです。

プローブとモジュールともに、実行制御、
コードのダウンロード、メモリ／レジス
タの表示と変更の機能を提供して、コー
ドをデバッグすることができます。シン
グル・ステップ、スタート／ストップ、
実行／ブレークおよびブレークポイント
の設定／変更により、プログラムの実行
を制御できます。また、ターゲット上で
コードをフルスピードで実行することが
できます。

エミュレーション・プローブおよびモジ
ュールは、業界標準のデバッガ、エミュ
レーション制御インタフェース、エミュ
レーション・ソリューション・インタフ
ェースのいずれによっても制御できま
す。これらのインタフェースについては、
5および6ページで説明しています。

エミュレーション・プローブおよびモジ
ュールは、LANを介してデバッガで制御
することができ、14ピン・コネクタまた
は解析プローブを使ってターゲットと接
続することができます。

従来のエミュレータとは異なり、エミュ
レーション・プローブおよびモジュール
はマイクロプロセッサのデバッグ・ピン
のみにアクセスすることにより、安定し
た動作を実現しています。コードをダウ
ンロードするために、ターゲット・シス
テム上にシリアル・ポートは必要ありま
せん。また、ROMモニタとも異なり、ユ
ーザ・メモリも必要ありません。

ロジック・アナライザとエミュレーション・
モジュールの相互トリガ

エミュレーション・モジュールは、
16600Aおよび16700Aシリーズ・ロジッ
ク解析システムの強力なトリガ機能を使
用して、マイクロプロセッサの動作、シ
ステム・バス、その他の外部イベントな
どのイベントで停止することができま
す。また、エミュレーション・モジュー
ルは、実行中にブレークポイントに達す
るとロジック・アナライザにトリガをか
けることができます。この機能により、
デバッガ・インタフェース環境とロジッ
ク・アナライザとの間で強力なイベント
の相関が得られます。

図2：エミュレーション・モジュール内蔵のAgilent 16600Aロジック・システム

図1：スタンドアロンのエミュレーション・プローブ
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解析プローブ

解析プローブを使用すると、Agilentロジ
ック・アナライザをHitachi SH4 QFPター
ゲット・システムに容易に接続してリア
ルタイム解析を実行できます。解析プロ
ーブ・ソリューションでは、ターゲッ
ト・システムに対して専用のデバッグ・
コネクタを設計する必要はありません。

Hitachi SH4解析プローブは以下のもので
構成されています。
● 解析プローブ・ボード
● コンフィギュレーション・ファイル
● エラストメリック・プロービング・ソ
リューション

● E5346A高密度終端アダプタ4個
● ユーザ・ガイド

システムの相関

Agilentのロジック解析システムでは、シ
ステム内の他のマイクロプロセッサや
PCIバスのようなバス・インタフェース
からのバス情報とHitachi SH4とを時間相
関させることができます。解析プローブ
は他のマイクロプロセッサに対しても利
用できます（詳細については、計測お客
様窓口にお問い合わせいただくか、当社
のWebサイトwww.agilent.com/go/las-data
をご覧ください）。

オプションのHitachi SH4用Mictor接続
ソリューション

システム上の制限のために解析プローブ
を使用できない場合、マイクロプロセッ
サとの接続のためにターゲット・システ
ムに高密度AMP Mictorコネクタを組み込
むことができます。なお、逆アセンブラ
とロジック・アナライザを設定するため
のコンフィギュレーション・ファイルを
提供するエミュレーション・ソリューシ
ョン・インタフェース・ソフトウェアは
別途注文することができます。

逆アセンブラで必要なすべての信号を、
4個のMic t o rコネクタに接続します。
AMP Mictorコネクタはマイクロプロセッ
サの周囲に配置できます。

ロジック・アナライザ・ポッドとの接続
には4個のE5346A高密度終端アダプタが
必要です。MictorコネクタはAMPまたは
Agilentから直接購入できます。E5346-
68701 Mictorコネクタ・キットには、
Mictorコネクタ5個と保護カバーが含まれ
ています。

図3：Agilent解析プローブ

エラストメリック・プロービング・
ソリューション

解析プローブに含まれるエラストメリッ
ク・プロービング・ソリューションは、
低価格かつ堅牢で使いやすいプロービン
グ・ソリューションをHitachi SH4 QFPパッ
ケージ用に提供します。プローブには、
図8に示すようにデバイスの周囲に最小限
の「キープ・アウト」エリアが必要です。

リテーナはデバイスの上部に接着され、
デバイスの各ピンとの接続を確実にしま
す。リテーナ5個、ローカル・ツールお
よび接着剤が各プローブ・アダプタに付
属しています。

追加のリテーナとロケータ・ツールもオ
ーダ可能です。E5363Aオプション201は
リテーナ5個と接着剤のキットです。
E5363Aオプション202はロケータ・ツー
ルです。

動作モード

● ステート・パー・クロック
ロジック・アナライザが全クロック・
サイクルを記録し、エミュレーショ
ン・ソリューション・インタフェー
ス・ソフトウェアが記録されたサイク
ルを解析、表示します。また、ソフト
ウェアを使用してシーケンシャル・ト
リガも可能です。

● タイミング・モード
タイミング解析をサポートします。マ
イクロプロセッサの全信号を、バッフ
ァリングせずにロジック・アナライザ
で表示します。
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インタフェース・ソフトウェアの選択

Hitachi SH4エミュレーション・ソリュー
ションでは、数種類の異なるユーザ・イ
ンタフェースを使用できます。業界標準
のデバッガ、標準的なロジック解析エミ
ュレーション制御インタフェース、
Agilentのエミュレーション・ソリューシ
ョン・インタフェース・ソフトウェアと
接続することができます。

デバッガ・インタフェース

Agilentエミュレーション・プローブおよ
びモジュールを、業界標準のデバッガか
ら制御できます。ブレークポイントの設
定、コードのシングル・ステップ実行、
変数の調査、高級言語コード・デバッ
ガ・インタフェースからのソース・コー
ドの変数を変更することができます。

デバッガ・インタフェースはデバッガ・
ベンダに直接、注文してください。

エミュレーション制御インタフェース

エミュレーション・モジュールおよびプ
ローブは、エミュレーション制御インタ
フェースで直接制御できます。マイクロ
プロセッサのレジスタ、システム・メモ
リおよびI/Oの内容を容易に表示、変更す
ることができます。

実行制御ウィンドウからマイクロプロセ
ッサに実行、ブレーク、リセットまたは
シングル・ステップを指図できます。ま
た、ブレーク時またはシングル・ステッ
プの際に、メモリ表示、I/O表示、レジ
スタ表示を更新するかどうかを選択でき
ます。

コマンド言語を使用して、システム内の
レジスタ、メモリ、I/Oを設定するコマン
ド・ファイルを容易に記述できます。記
述したコマンド・ファイルは、ロジッ
ク・アナライザのハード・ディスクに保
存されます。特定のステートでハードウ
ェア・システムを初期化する場合は、コ
マンド・ファイルを呼び出して実行する
だけです。デバッガ・インタフェースと
は異なり、エミュレーション制御インタ
フェースでは高級言語ソース･コードを
参照することはできません。

図4：エミュレーション制御インタフェース
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エミュレーション・ソリューション・
インタフェース・ソフトウェア

Agilentのエミュレーション／解析ソリュ
ーションの全機能を、エミュレーショ
ン・ソリューション・ソフトウェア・イ
ンタフェースを使って利用できます。こ
のソフトウェアにより、単一の使いやす
いインタフェースでデバッグ・ソリュー
ションのすべてのコンポーネントにアク
セスできます。

エミュレーション・ソリューション・イ
ンタフェース・ソフトウェアには、コー
ドによるシングル・ステップ実行、ブレ
ークポイントの設定、Cソース・コード
でのメモリまたはレジスタの表示や変更
などの標準的なデバッグ機能が備わって
います。

外部バス・データまたはI/Oデータをシン
ボル情報とともに表示することもできま
す。また、I/O動作により外部バス・デー
タにクロス・トリガをかけることが可能
です。このソフトウェアには、ソース・
レベルのトレース機能やトリガ機能も備
わっています。完全なソース・レベル・
トレースを表示して、ソース・ウィンド
ウでソース行を指定してトリガ・ポイン
トを設定できます。

Agilentのエミュレーション・ソリューシ
ョン・インタフェース・ソフトウェアで
は、内蔵のグローバル・マーカを使用し
てソース・コードとトレース・リストを
相関させ、ハードウェアとソフトウェア
のインテグレーションに関する問題を容
易に診断することができます。

インタフェース・ソフトウェアはいくつ
かのメモリ・システムに対応していま
す。メモリ・システムをマイクロプロセ
ッサの専用メモリ制御ユニットに直接接
続します。このインタフェースにより逆
アセンブラを実行し、DRAM、EDO-
DRAM、SDRAM、PCMCIA、Burst-ROM
などのいくつかのメモリ・バス・サイク
ルを容易に捕らえることができます。ま
た、ADDRESS、DATA、STATUSスキー
ムでメモリ・サイクルおよびバス・ステ
ートをキャプチャし、表示することもで
きます。

図5：エミュレーション・ソリューション・インタフェース・ソフトウェア
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ポッドの要件

逆アセンブラのためには、16チャネル・
ロジック・アナライザ・ポッドが8～10個
必要です。これらのポッドを、解析プロ
ーブに含まれる4個のE5346A高密度終端
アダプタに接続します。

プローブの負荷

● 全信号で10pf
● 全信号で100kΩ

サポートするAgilentロジック・アナライザ

最新のロジック・アナライザの情報につ
いては、計測お客様窓口にお問い合わせ
ください。

表1：サポートするロジック・アナライザ

メモリ・タイプの組み合わせ

外部バス・スピード ROM、SRAM、BurstROM その他の PODの サポートするロジック・
またはPCMCIA タイプ 必要数 アナライザの最小構成

＞40MHz（＊2） あり D.C. 10 16600A
16700/2A＋16550A＊2

16700/2A＋16555/6/7 A/D＊3

16700/2A＋16710/11/12A＊2

なし あり 8 16601A
16700/2A＋16550A＊2

16700/2A＋16555/6/7 A/D＊2

16700/2A＋16710/11/12A＊2

≦40MHz（＊1）（＊2） D.C. D.C. 8 16601A
16700/2A＋16550A＊2

16700/2A＋16555/6/7 A/D＊2

16700/2A＋16710/11/12A＊2

D.C.＝該当なし
（＊1）≦40MHzの場合：CKI0（サイクル）＝最小25ns、CKIO（ロー）＝最小10ns、CKIO（ハイ）＝最小10ns
（＊2）16557を使用する場合、外部バス・スピードのしきい値は最大で50MHz
≦50MHzの場合 CKI0（サイクル）＝最小20ns、CKIO（ロー）＝最小7.5ns、CKIO（ハイ）＝最小7.5ns

表2：エミュレーション・ソリューション・インタ
フェースでサポートする言語

Hitachi Green Hills

C ASM リンカ C/ASM

s700 5.0 4.1 6.0A 1.8.9

Sun（Sun OS） 5.0 4.1 6.0A 1.8.9

Sun Solaris 5.0 4.1 6.0A 1.8.9

Windows95/ 5.0 4.1 6.0A 1.8.9
NT

表3：エミュレーション・ソリューション・イン
タフェースでサポートするホスト・コンピュータ

オペレーティング・システム

S-700ワークステーション
（HP-UX 9.00以降）

SUNワークステーション
（Solaris 2.4/SUN-OS 4.1.1以降）

PC
（Windows 95 / Windows NT 4.0以降）
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エミュレーション・プローブと
エミュレーション・モジュール
ターゲット接続情報

Hitachi SH4マイクロプロセッサ・インタ
フェース・アセンブリをマイクロプロセ
ッサのデバッグ・ポートに接続するに
は、ターゲット開発ボード上にコネクタ
が必要です。

表5：デバッグのためのCPUピンの割り当て

プローブ・ピンの SH7750 QFP SH7750 BGA 信号
割り当て ピン番号

1 198 A5 TCK

3 200 C4 TRST

5 194F A6 TDO

7 193 B7 ASEBRK/BRKACK

9 197 B6 TMS

11 199 B5 TDI

13 2 B1 RESET

8 IOFf VDD

2、4、6、10、12、14 GND

表4：デバッグ・アダプタ

アダプタ名 3M部品番号

ストレート 2514-6002 uB

直角 2514-5002 uB

図6：ターゲット開発ボード
ヘッダ・コネクタ（上から見た図）

上面図



アダプタ A B E F G H J K L M

208ピンQFP 0.76 1.507 0.149 1.14 1.11 1.197 0.126 0.136 0.0197 0.0087
（インチ） （最小） （最大） ～1.F213 ～0.146 ～0.161 ±0.0012 ±0.0015

（mm） 19.2 38.3 3.8 28.85 28.20 30.4 3.20 3.45 0.500 0.220
（最小） （最大） ～30.8 ～3.70 ～3.60 ±0.03 ±0.16
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図8：208ピンQFP用のエラストメリック・プローブの寸法
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図7：E9598A解析プローブの外形寸法

解析プローブの機械的仕様
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システム構成とオーダ情報

次の表は、オーダする必要のあるシステ
ム・コンポーネントと各コンポーネント
の付属品を示します。リアルタイム・ト
レースに対して、ニーズに合わせて2つ

の選択肢があります。ソリューション製
品番号にはロジック解析システムは含ま
れていません。Agilent 16600Aおよび
16700Aシリーズ・ロジック解析システム
は個別にオーダしてください。

個別の製品を使用してシステムの構成や
アップグレードをする場合、11ページの
各製品番号の情報をご覧ください。

ソリューション オーダする製品 付属コンポーネント

実行制御

● Hitachi SH4エミュレーション・
プローブ

● デバッガとの接続

リアルタイム・ロジック解析
トレースによるエミュレーション・
ソリューション

● 16600Aまたは16700Aシリ
ーズ・ロジック解析システム

● エミュレーション・ソリューション
SH7750

● デバッガとの接続

● E5900A #710、B3759A #710
● SDSに直接オーダ

● ロジック・アナライザの構成については、
別途カタログを参照してください。

● サポートするロジック・アナライザ：
● 16600A、16601A
● 16700A、16702A
● 16550A
● 16555A/D、16556A/D、
16557D、16710A、16711A、
16712A

● E9498A #002

● E5346A高密度終端アダプタ4個
● E5346-68701 Mictorコネクタ・キット

● デバッガのベンダに直接オーダ

● エミュレーション・モジ
ュール

● エミュレーション・ソリ
ューション・インタフェ
ース・ソフトウェア

● 解析プローブ
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投資に対する保護

Agilentは、変更が必要になったエミュレ
ーション・モジュールとプローブについ
てマイグレーション・パスを提供するこ
とにより、お客様の現在の投資を保護し
ています。これまでとは異なるプロセッ
サ・ファミリに移行するには、エミュレ
ーション・モジュールやプローブのマイ
グレーション・キットをオーダするだけ
です。新しいプロセッサ・ファミリをサ
ポートするために必要なハードウェア、
ファームウェアおよびケーブルのすべて
を、システムを新たに購入した場合にか
かるコストの数分の一で入手できます。

同様のマイグレーション・パスを、エミ
ュレーション・プローブとエミュレーショ
ン・モジュールについても利用できます。

E5900A #710 エミュレーション・
プローブ

E5901A #710 エミュレーション・
モジュール

E5902A #710 エミュレーション・
マイグレーション

E9498A #002 エミュレーション
および解析ソリュー
ション

E9598A #002 解析プローブ

B3759A #710 エミュレーション・
ソリューション・
インタフェース・
ソフトウェア

図9：各コンポーネントのオーダ情報



関連カタログ カタログ番号

『Processor and Bus Support for Logic Analyzers』 5966-4365E

『State and Timing Modules for Logic Analysis Systems』 5966-3367E

サポート、サービス、およびアシスタンス

アジレント・テクノロジーが、サービスおよびサポートにおいてお約束できることは明確です。リスク
を最小限に抑え、さまざまな問題の解決を図りながら、お客様の利益を最大限に高めることにあります。
アジレント・テクノロジーは、お客様が納得できる計測機能の提供、お客様のニーズに応じたサポート
体制の確立に努めています。アジレント・テクノロジーの多種多様なサポート・リソースとサービスを
利用すれば、用途に合ったアジレント・テクノロジーの製品を選択し、製品を十分に活用することがで
きます。アジレント・テクノロジーのすべての測定器およびシステムには、グローバル保証が付いてい
ます。製品の製造終了後、最低5年間はサポートを提供します。アジレント・テクノロジーのサポート
政策全体を貫く2つの理念が、「アジレント・テクノロジーのプロミス」と「お客様のアドバンテージ」
です。

アジレント・テクノロジーのプロミス

お客様が新たに製品の購入をお考えの時、アジレント・テクノロジーの経験豊富なテスト・エンジニア
が現実的な性能や実用的な製品の推奨を含む製品情報をお届けします。お客様がアジレント・テクノロ
ジーの製品をお使いになる時、アジレント・テクノロジーは製品が約束どおりの性能を発揮することを
保証します。それらは以下のようなことです。
● 機器が正しく動作するか動作確認を行います。
● 機器操作のサポートを行います。
● データシートに載っている基本的な測定に係わるアシストを提供します。
● セルフヘルプ・ツールの提供。
● 世界中のアジレント・テクノロジー・サービス・センタでサービスが受けられるグローバル保証。

お客様のアドバンテージ

お客様は、アジレント・テクノロジーが提供する多様な専門的テストおよび測定サービスを利用するこ
とができます。こうしたサービスは、お客様それぞれの技術的ニーズおよびビジネス・ニーズに応じて
購入することが可能です。お客様は、設計、システム統合、プロジェクト管理、その他の専門的なサー
ビスのほか、校正、追加料金によるアップグレード、保証期間終了後の修理、オンサイトの教育および
トレーニングなどのサービスを購入することにより、問題を効率良く解決して、市場のきびしい競争に
勝ち抜くことができます。世界各地の経験豊富なアジレント・テクノロジーのエンジニアが、お客様の
生産性の向上、設備投資の回収率の最大化、製品の測定確度の維持をお手伝いします。
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電子計測UPDATE

www.agilent.com/find/emailupdates-Japan

無料の電子メール情報

Agilentからの最新情報を記載した電子メールを無料でお送りします。ご購読いただいた方には、
選択された分野に関する最新情報を定期的にお届けします。対象となる分野は、サポート、製品
とサービス、アプリケーション、プロモーション、イベント、その他です。購読の中止や選択分
野の変更も簡単にできます。
購読申込みはこちらから：http://www.agilent.com/find/emailupdates-Japan

Agilentは皆様のプライバシーを尊重し、保護することをお約束します。皆様に対する当社のお約
束の内容は、http://www.agilent.com/go/privacyにある当社のプライバシー・ステートメントに記載
されています。Agilentのプライバシー方針に関するご質問はprivacy_advocate@agilent.comまでお
寄せください。


